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研究成果概要 
CTA 全体の中で CTA Japan PHYS が存在感を発揮し続けるためには（１）CTA Japan 
PHYS の強い分野の継続的な維持（２）弱い分野の補強（３）新たな分野の開拓、を行
う必要がある。そして実際の観測が出てきたときに、世界に先駆けて CTA Japan がサ
イエンスを率先する体制になっていないといけない。それには戦略が必須である。CTA 
Japan PHYS のメンバーが集まって、限られたマンパワーの中で誰が何を行うのが最も
効果的なのかをテーマを決めて集中的に議論することが重要になる。 
	 本研究は PHYS での集中的な議論を行い、最終的に CTA による物理全体へのイン
パクトを最大限にすることを目的とする。具体的に行った活動は以下である： 
1. Inauguration of LST 1 in La Palma 

LST 1 号機の完成記念式典に併せて行われるシンポジウム  ”Frontier of 
AstroParticle Physics” in La Palma に参加して、情報収集、議論を行った。 

2. CTA Japan会議の開催 
科研費基盤 S 研究会・宇宙線研究所共同利用研究会「高エネルギーガンマ線でみる
極限宇宙 2018」において最近の進展を海外の人も含む一流の研究者を招待し講演を
してもらった。 

3. 物理学会	 宇宙線・宇宙物理領域シンポジウム 
いよいよ始まる CTA 実験 - 高エネルギー宇宙物理学新時代の幕開け - Frontier of 
High Energy Astrophysics with The Cherenkov Telescope Array を開催し、議論
を行った。 

整理番号	  
 

E02


